
令和4年3月11日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策
学校関係者記入欄

コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。
４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活
用した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。
２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかっ
た。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：

80%
４

<外国語教育>
外国語教育指導員と連携し、自分の考えを伝え合う活動を行うことができた。定
期的jに授業に入っていただいたり、昼休みに生徒を集めて
ALTと話す機会を設けることができた。
<科学的な思考>
「おおたものづくり」がよくわからないので、これを生かした体験活動というものは
やっていない。
論理的思考力の育成を目指す数学授業はいつも行っている。積極的に今後とり
入れていく。
<ＩＣＴ機器>
ICT機器を利用して生徒に資料を提示したり、オンライン授業を実施したり、調べ
学習で活用することができた。単元によっては、よく使ったこともあったが、平均
すると週1回はいかない。毎修行ICTを活用した授業をおこなっている。７０％以
上の授業でICTを活用できた。今後も積極的に活用していく。デジタル教科書等
ほぼ毎時間活用している。毎回の授業で教員用のスライドを作成し、授業の補
助教材として提示している。また、定期考査の振り返りではグーグルフォームを
活用して実施した。
<人権教育>
積極的に今後とり入れていく。全校朝礼や道徳の時間で話をし、振り返りなどで
内容の確認をしている。
<体力向上>
体育科にお任せしてしまった部分が大きかった。
全教員で生徒の体力向上に努めることができなかった。体育科は授業等で行っ
たことともうが、他の教員は実践していないと思う。
自分自身、「一校一取組」「一学級一実践」を理解していない。教科の範囲で行っ
ている。

・３年生の授業を見学し、オンラインと対面のハイブリット式で
実施されているのを見せていただきました。せんせいがたは
なれたようすだったのでかんしんしましたが、自宅で授業を受
ける生徒や保護者にも感想を聞いてみたく思いました。
・人権教育とは、特別な資料や講話だけでなくむしろ先生方の
日常の言動によってなされるものだと思います。生徒の困りご
とや問題への対応こそが肝心だと考えます。
・反省点を認識されているようだが、改善点が示されていな
い。
取組表かが多い物についても、よくわからない部分が多くあり
ます。どう評価してよいか厳しい状況です。
・体力向上で「１」はとても気になる部分です。お任せとはどう
いうことでしょうか。

３：
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本年度は、１年４学級、２年４学級、３年５学級、計１３学級の生徒数４５０名（４月現在）、相談学級２学級の規模である。教職員は３７名（教員２７名、事務・栄養士２名、講師３名、スクールカウンセラー３名、支援員２名）で構成している。
本校では、小・中のスムーズな連携をめざして、小学校３校との学校間交流を協力して進め、授業研究・わくわく体験・体験授業・生徒会による学校紹介・小中合同ボランティア活動等の行事に取り組み、生徒一人一人の個性と適性を把握し、伸張を図っている。
また、学校支援地域本部により二中応援団としてさらに活動を広げている。部活動を始めとし、生徒の様々な活動の場で保護者と地域が連携し応援している。

大項目 目標 取組内容 取組指標 目標に対する成果指標 成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

「授業で自分の意見を発
表するなど意欲的に取り
組んでいる」とアンケート
で回答した生徒が８０％
以上

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

「授業で自分の意見を発
表するなど意欲的に取り
組んでいる」とアンケート
で回答した生徒が７０％
以上

「授業で自分の意見を発
表するなど意欲的に取り
組んでいる」とアンケート
で回答した生徒が６０％
未満

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

規則正しい生活を目指して遅刻０を目指
す。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

「輝く校舎を目指して、校
内美化に努め、清掃活
動に取り組んでいる」と
アンケートで回答した保
護者の割合が８０％以
上。

４：
「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、生徒や保護者に対し、望ましい生
活習慣についての意識啓発を行う。

「体力向上や健康増進
の規則正しい運動や食
生活に努めた」というア
ンケートで回答した生徒
の割合が８０％以上。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

「体力向上や健康増進
の規則正しい運動や食
生活に努めた」というア
ンケートで回答した生徒
の割合が７０％以上。

３：

運動会・合唱コンクールは教育活動のよい
発表の場となっている。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

「体力向上や健康増進
の規則正しい運動や食
生活に努めた」というア
ンケートで回答した生徒
の割合が６０％以上。

２：

「輝く校舎を目指して、校
内美化に努め、清掃活
動に取り組んでいる」と
アンケートで回答した保
護者の割合が６０％未
満。

「輝く校舎を目指して、校
内美化に努め、清掃活
動に取り組んでいる」と
アンケートで回答した保
護者の割合が６０％以
上。

「輝く校舎を目指して、校
内美化に努め、清掃活
動に取り組んでいる」と
アンケートで回答した保
護者の割合が７０％以
上。

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

自分の考えをまとめ論述したり発表の機会
を設けることで確かな学力の向上を目指
す。

・昔に比べて学習指導も本当に細やかなことに驚かされます。
それによって学力が向上するなどの恩恵を受けている生徒が
多いのだろうと想像しますが、膨大な事務処理を求められる
先生方にはお気の毒だと思います。
・補習に関して「実施した」「働きかけた」参加を促した」とのこ
とですが、対象生徒たちは自裁にどの程度参加できていたの
か気になります。誰でも希望すれば参加できるわけではない
のでしょうか？
・学力の向上については、今までも実績もあり、しっかりと取り
組んでくれていると感じる。ただ、ステップ学習の自己評価が
低いのは、教員の意見を見る限り、どうやら取組の指標が
あっていないと思う。
・こちらも「算数・数学ステップ学習」で「１」とはよくわからない
です。

・コロナ禍という特別な時代において、何より心に留めなけれ
ばならないのは、生徒たちの心身の健康だと感じます。その
上で、学習・部活動等の学校生活が充実した物になると思う
からです。多くの先生方が細やかに個々の生徒に対して心を
配っているのがわかりうれしく思います。今後も連携しつつ見
守っていだだきたいと思います。
・多様性が認められる社会の中での決まりやルールをどのよ
うに教えるか、教える側のご苦労が感じられる。夜鷹那心とい
う物をどう捉えるのかが重要。
・生徒たちの表情はとてもよい物と思います。
・裕に育てているのかなあと思います。

「学校の授業はわかりや
すく、基礎･基本が身に
ついている」とアンケート
で回答した生徒の割合
が６０％未満。

１：

「学校の授業はわかりや
すく、基礎･基本が身に
ついている」とアンケート
で回答した生徒の割合
が６０％以上。

１：

「授業で自分の意見を発
表するなど意欲的に取り
組んでいる」とアンケート
で回答した生徒が６０％
以上

２：

２：

「学校の授業はわかりや
すく、基礎･基本が身に
ついている」とアンケート
で回答した生徒の割合
が７０％以上。

３：

「学校の授業はわかりや
すく、基礎･基本が身に
ついている」とアンケート
で回答した生徒の割合
が８０％以上。

４：

 90%
 ４

<学習カルテ>
苦手な単元の復習方法について指導するなど、生徒のつまずきの早期発見の
ために活用した。定期的に個人のみ、また、保護者と生徒の三者で面談を実施
した。三者面談等で学習的な課題について触れた。三者面談で確認している。
夏休みの面談時に実施した。
<ステップ学習>
単元ごとに点検をして評価をして返しているが、「チェックシート」は活用していな
い。定期テスト毎に回収し持ち帰らせている。
<補習>
実施をした。働きかけた。授業についていけていない生徒にこえをかけた。毎週
２回補習教室を行っている補習教室の参加を促した。
<授業改善プラン>
授業改善推進プランを活用し、生徒が苦手とする「自分の考えを書いたり、話し
たりして伝える活動」を重点的に実施した。生かした。体力向上に役立てた。基
礎学力の定着を図るために、小テストを実施した。
<確かな学力>
英語で自分の考えをまとめ、発表しあい、意見を交換する活動を実施している。
数学の授業で、途中式等の思考過程・根拠を示すよう、かなり徹底して指導して
いる。発表の場を多く設けて授業を展開することができた。学活や道徳の時間で
クラスメイトの意見を共有している。単元のまとめなどで自分の意見を発表する
機会を積極的に設けた。

「ボランティア活動等を
通して、思いやりの精神
を身につけることは大切
である」とアンケートで回
答した生徒の割合が６
０％以上。

２：

「ボランティア活動等を
通して、思いやりの精神
を身につけることは大切
である」とアンケートで回
答した生徒の割合が７
０％以上。

３：

学習指導講師等による算数・数学・英語の
補習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

学習カルテを基に生徒と面談し、一人ひと
りの学習のつまずきや学習方法について、
指導する。

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで生徒、保護者に知らせる。

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の

増
進

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

79%
3

<早寝早起き>
ホームルームで定期的に指導を行っている。行った。総合の時間に食育の授業
を行った。学級通信を通して、規則的な生活習慣の重要性を生徒および保護者
に周知している。
<食育>
給食指導中に指導を行っている。行った。総合の時間に食育の授業を行った。
毎回のプリントを読み上げている。給食指導において、挨拶の徹底や季節の食
についての説明などを行った。
<運動習慣>
行った。学級通信などを通して、運動習慣の大切さ、健康の重要性などを伝え
た。
<遅刻０>
登校が遅れがちな生徒には個別に指導したり、家庭に連絡し協力して対応する
などの配慮を行っている。行った。8時25分より前には教室で待機し、速やかな
朝読書を促す。予鈴遅刻が目立つ生徒には個別に指導を行っている。

「体力向上や健康増進
の規則正しい運動や食
生活に努めた」というア
ンケートで回答した生徒
の割合が６０％未満。

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

「ボランティア活動等を
通して、思いやりの精神
を身につけることは大切
である」とアンケートで回
答した生徒の割合が８
０％以上。

４：

83%
４

<生活指導>
「社会のルールや学校のきまりなどを守ろうとする意識を高める」指導は行って
いるが、別に「小中一貫による教育の視点には立った」ということではない。学活
や道徳で生かしている。小中一貫の会において、両校の意見交流を行った。
<道徳教育>

<学校生活調査>
三者面談時や放課後に生徒と個別に相談するなど、組織的に対応できた。3者
面談などで活用し、生徒への声かけ指導を行っている。それぞれの教員がそれ
ぞれの対応をしているが、「組織的対応」とは言えないと思う。担任だけでなく、
学年の教員、カウンセラーと繋げて指導できた。校内支援委員会等を通して教
員間での共有を図りながら対応した。学年会で共有し、三者面談で本人に確認
している。
<ケース会議>
休み時間も含めて、生徒の様子を観察したり、話を聴いたりしている。いじめ防
止基本方針の内容を確認するとともに、生徒の日頃の様子に目を配った。今後
も生徒の様子には注意し、いじめの未然防止、早期発見につなげていく。独自に
聞き取り調査をして、小さな悩み事やトラブルから解決するようにした。学年会で
共有し、個別に聞き取りをしている。必要に応じて、生徒の個別相談などを行っ
た。
<確かな学力>
必要と思われる生徒には、スクールカウンセラーの紹介など、組織的な対応を行
うようにしている。した。毎週会議をして周知した。つばさ教室等と連携を取りな
がら、生徒対応を行っている。学年間、学校内で共有している。ケース会議は担
任や学年主任以外にも、もし可能ならば学年の教員も参加したほうが、情報共
有しやすくいいのではないかと思います。SCや他機関との連携を密にとり、個々
に応じた指導、接し方を心掛け実行している。
<学級集団>
学級においては一人一役係や委員会などを任せ、自ら主体的に学校生活に取り
組めるように配慮を行っている。している。オンラインで授業を配信したりした。
掲示物はきれいに貼ることを心がけている。また古いものはすぐに外す。きちん
としていると掲示物が見張っているような印象がある。また床に、机の脚の位置
の印があることで生徒だけでも清掃活動がスムーズに進めることができる。丁寧
な清掃、学級活動に全員が参加するように取り組みを行った。

個々の生徒の課題を踏まえ、学習環境を
整備しよりよい学級集団を作る取り組みを
している。

問題行動・不登校問題等にかかわる生徒
に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる生徒に対
して組織的に対応する。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

「ボランティア活動等を
通して、思いやりの精神
を身につけることは大切
である」とアンケートで回
答した生徒の割合が６
０％未満。

１：

・項目にはありませんでしたが、養護の先生のご尽力も忘れ
てははいけないと思います。
・コロナ禍で運動不足になりがちな時期に、体力の維持向上
谷健康の推進によく配慮してくれていると思う。
・職域に関して積極的に取り組んでくれていると思う。
・食育の意義や取組をもっと地域に発信してほしい。
・食育をもっと進めていってほしいと思います。

４：

78%
3

<早寝早起き>
ホームルームで定期的に指導を行っている。行った。総合の時間に食育の授業
を行った。学級通信を通して、規則的な生活習慣の重要性を生徒および保護者
に周知している。
<食育>
給食指導中に指導を行っている。行った。総合の時間に食育の授業を行った。
毎回のプリントを読み上げている。給食指導において、挨拶の徹底や季節の食
についての説明などを行った。
<運動習慣>
行った。学級通信などを通して、運動習慣の大切さ、健康の重要性などを伝え
た。
<遅刻０>
登校が遅れがちな生徒には個別に指導したり、家庭に連絡し協力して対応する
などの配慮を行っている。行った。8時25分より前には教室で待機し、速やかな
朝読書を促す。予鈴遅刻が目立つ生徒には個別に指導を行っている。

運動会・合唱コンクールを開催できたことは本当によかったと
思います。
・教員による自身の指導力向上の取組はとても熱心だと思う。
よく努力していると感じます。
・ただ「魅力ある教育環境」という言い方はよく意味がわからな
い。とても違和感がある。
・特別支援教育がよくわかりませんでした。

１：

１：

２：

３：

「学校が出す文書、学校だ
より、ホームページ等は分
かりやすく、学校の活動に
ついてよく伝えている」とア
ンケートで回答した保護者
の割合が７０％以上。

３：

学年だよりを通して生徒たちの様子がよくわかります。できれ
ば毎月読みたいと思っています。
・教員からの意見が出ないと言うことは、学校も地域も具体的
に何をしていいのかわからないのではないか。例えば地域に
対する教員からの要望などであってもいいと思う。
・コロナ禍で厳しかったと思います。なかなかご家庭の思いも
違う世が卯かなと興味があります。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

「学校が出す文書、学校だ
より、ホームページ等は分
かりやすく、学校の活動に
ついてよく伝えている」とア
ンケートで回答した保護者
の割合が８０％以上。

４：

82%
4

<情報発信>

<地域教育連絡協議会>

<学校地域支援本部>
大森の歴史について地域の方を招き、講演していただいた。
<キャリア教育>
コロナ対応
<ボランティア>

「学校が出す文書、学校だ
より、ホームページ等は分
かりやすく、学校の活動に
ついてよく伝えている」とア
ンケートで回答した保護者
の割合が６０％未満。

１：

「学校が出す文書、学校だ
より、ホームページ等は分
かりやすく、学校の活動に
ついてよく伝えている」とア
ンケートで回答した保護者
の割合が６０％以上。

２：

学校・地域ボランティア活動の推進を通し
て地域・保護者との連携を図る。

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

地域と連携して職場体験などのキャリア教
育や道徳地区公開講座などの教育を実践
している。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。

地域教育連絡協議会において、生徒の変
容等の具体的な資料を作成して、評価に
必要な学校の情報を適切に提供し、適正
な評価を受けるよう努める。


